
第3回教育研究評議会（定例）

開催日 令和3年6月2日(水)

場所 本部棟２Ｆ会議室　and Web会議

出席者 学長，理事（研究・総務・国際・施設担当），理事（教育・学生・情報担当），
理事（入試・計画評価・ダイバーシティ担当），理事（経営改革・財務担当），理事（広報・社会連携担当），
工学研究院長，情報工学研究院長，生命体工学研究科長，教養教育院長，
副工学研究院長（副工学府長），副工学研究院長（副工学部長），副情報工学研究院長（副情報工学府長），
副情報工学研究院長（副情報工学部長），副生命体工学研究科長

列席者 学長特別補佐（産学連携担当），副理事（国際担当），近藤監事，林田監事

議題 NO 議題 結果 主な意見

議題１ （報告事項）特任教授の選考について　 

議題２ （報告事項）
九州工業大学公的研究費リスク別対応計画（令和３年
度）の制定について

・リスク発生要因を分析し,可能性が高い事項について確
認し,不正防止の措置を実施するとともに,引き続き各説
明会などにより啓発を行った。
・他大学などの事例を抽出し,啓発活動に活かす予定であ
る。
・監事：他大学の事例については，業務の実績に関する
評価結果において，研究費の不適切な経理などの事例を
参考にしてはどうか。

議題３ （報告事項）分子工学研究所外部評価委員会の報告について
分子工学研究所の研究分野は広いため,応用化学科以外に
おいても連携を拡大してほしい。

議題４ （審議事項）九州工業大学大学院長期履修規程について

原案のとおり承認
・本学においては「障がい」と表記することとなった。
・経済的困窮のため授業料を納めていない者は,長期履修
制度の趣旨から外れる
　ため,特別措置の対象としないことが確認された。

・第２条第２項については,国の規定のため,「障害」と
表記している。
・学部の障がい者への対応についても,課題を抽出のうえ
対応を検討してはどうか。

議題５ （報告事項）
令和２年度卒業（修了）者の就職状況及び就職先につい
て

議題６ （報告事項）コロナ禍における国際的な学習機会の提供について

・コロナ禍であるが,国際的な学習機会の提供を行うた
め,引き続き協力してほしい。
・国際プログラムについては,引き続き,教養教育院の協
力により,推進したい。

議題７ （報告事項）新型コロナウィルスに関する本学の対応について
・学内での感染者は，５月２０日以降，判明しておら
ず，学長から協力に対し謝辞があり，引き続きの協力要
請があった。



議題 NO 議題 結果 主な意見

議題８ （審議事項）
九州工業大学における公的研究費の取扱いに関する規程
の一部改正について

原案のとおり承認され，役員会に付議
・監事：不正防止に関する内部統制の状況等について積
極的に意見し，不正防止の推進に取り組みたい

議題９ （審議事項）
九州工業大学不正防止対策実施計画（令和３年度）の制
定について

原案のとおり承認され，役員会に付議
コンプライアンス推進責任者の補佐としての,系長の役割
を明確にしてほしい。

議題１０ （審議事項）受託研究取扱規則の一部改正について 原案のとおり承認され，役員会に付議

議題１１ （審議事項）
内部質保証体制見直しに係る関連規則・規程等の改正及
びそれに伴う学内規則等の改正について

承認され，役員会に付議

議題１２ （審議事項）大学機関別認証評価に係る自己評価書（案）について 原案のとおり承認され，経営協議会に付議

議題１３ （審議事項）
令和２事業年度に係る業務の実績に関する報告書（案）
について

原案のとおり承認され，経営協議会に付議

議題１４ （審議事項）

大学間交流協定の締結について
（１）ベトナム森林科学アカデミー（ベトナム・新規）
（２）青島理工大学（中国・更新）
（３）昌原大学校（韓国・更新）

原案のとおり承認

議題１５ （審議事項）第４期中期目標・中期計画について 原案のとおり承認され，経営協議会に付議

議題１６ （審議事項）
教育職員に関する昇任適格審査委員会の設置及び委員の
選出について

原案のとおり承認。教育研究評議会で指名する者は以下
のとおり。
①工学研究院　基礎科学研究系　助教　１名
　→梶原　誠司 理事，宮﨑　敏樹 教授



議題 NO 議題 結果 主な意見

議題１７ （審議事項）教育職員選考委員会の設置に伴う委員の選出について

原案のとおり承認。教育研究評議会で指名する者は以下
のとおり。
①工学研究院 基礎科学研究系　教授　１名
　→梶原　誠司 理事，井上　創造 教授
②教養教育院 人文社会系　教授　１名
　→梶原　誠司 理事，高崎　秀紀 理事
③教養教育院 言語系　教授　１名
　→梶原　誠司 理事，安田　隆 教授

その他 学部長と意見交換について

学長から，研究院長、研究科長、教養教育院長との意見
交換を実施していることについて報告があり，課題を整
理し，優先順位をつけて課題解決に取り組みたいとの発
言があった。


